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事例報告
2024全国図書館大会 長崎大会

「図書館へ‼ 図書館から‼」
～諫早市立図書館の現在とこれから～

諫早市立諫早図書館
館長 石山 雅晴

1 はじめに

諫早市 人口、約13万人。県内3番目、九州では14番目。
県央部にあり、県内の交通結節点（hub）としての
役割を持つ。

北には多良山系の山地が聳え、周囲を有明海、大
村湾、橘湾の3つの海に囲まれる。一級河川・本明
川も流れ、県内最大の平野が広がっている。

恵まれた自然、風土によって、
すぐれた芸術文化が生まれてきた。
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② 役所広司氏、第76回カンヌ国際映画祭最優秀男優賞
受賞

昨年のニュース

③ 垣根涼介氏、『極楽征夷大将軍』で、第169回直木
三十五賞受賞

※ 役所氏・垣根氏には、それぞれ諫早市民栄誉賞が
贈られた。
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① 詩人・伊東静雄の「羨望」が高等学校「文学国語」
に掲載

1 はじめに

③ 諫早市に図書館が生まれて120年
諫早出身の漢詩人・野口寧斎が、諫早の有志に
訴え、明治37年(1904)、私立「諫早文庫」を
創設。

→ 現在の諫早図書館へ

今年のニュース
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① 野呂邦暢『草のつるぎ』 芥川賞受賞から50年

② 諫早図書館 通算来館者 7,777,777人 (5月)

1 はじめに



2

2  3図書館・1分館・３図書室の連携

名 称 所 在 地 蔵書数
中心館 諫早図書館 諫早市東小路町 347,810
分館 ⻄諫早図書館 諫早市山川町 69,542
分室 飯盛図書室 諫早市飯盛町 32,145
分室 高来図書室 諫早市高来町 31,831
分室 小⻑井図書室 諫早市小⻑井町 34,650

地域館 たらみ図書館 諫早市多良見町 200,124
地域館 森山図書館 諫早市森山町 119,806
合 計 835,908

R6.3.31現在

諫
早
市
立
図
書
館
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図
書
館
シ
ス
テ
ム

図書館システムの構築、配送車の運行により、１枚の利
用者カードで、どこで借りることも、またどこへ返すこ
とも可能。

→ 令和5年度の集配冊数は合計 約23万冊

２台の移動図書館車が市内63ステーションを月2回ずつ
巡回。
カバーできない施設等に対しても年3回の特別巡回を実
施。

→ 2台で年間約7万冊の貸出し。
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2  3図書館・1分館・３図書室の連携

「図書館のまち 諫早」

市民一人当たり 貸出数 7.3冊
蔵書数 6.7冊

（R6年度『図書館要覧』より）
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地域の公民館図書室を含めると、市内全体の
蔵書数は約89万冊

2  3図書館・1分館・３図書室の連携

3 地域資料の充実

（1）郷土史料室・貴重書庫

郷土史料室
古文書等貴重資料の保管・補修、また研究を行う。

貴重書庫
温度・湿度を一定に管理し、諫早家文書や郷土ゆかりの
文人関係の資料を保管。
一般向け「バックヤードツアー」・児童向け「としょか
ん探検隊」等で公開している。
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（2）デジタルアーカイブ化事業

県指定有形文化財「諫早家文書」
日記・絵図等、1,508件

延宝4年(1676)から慶応4年(1868)までの約200年
間の記録「諫早日記」。

・雲仙岳噴火（島原大変）、長崎港警備、レザノフ
来航等、重大記事の記載も。

・解読可能と思われる868冊分を、市民ボランティ
アの力を借りて解読。R5年度末で、308冊完了。
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3 地域資料の充実

AIによる古文書解読システム
R5 試験導入結果

本館校正済みデータを100%と
みなした場合の精度は、
・AIのみによる解読精度は約69%
・スタッフによる再設定後は約92%

今年度から、本格的に導入。
AIの学習により、現在、AIのみで約90%
（業者評価）の精度

（2）デジタルアーカイブ化事業
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3 地域資料の充実

（3）ふるさとの文人コーナー

野呂邦暢(芥川賞)、垣根涼介(直木賞)、詩人伊東静雄、
脚本家の市川森一等、多くのすぐれた文人たち、その他、
地域資料を集めた常設コーナー。

「放送ライブラリーサテライト」
では、市川作品(テレビ・ラジオ
ドラマ)が常時視聴可能。
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3 地域資料の充実

（4）ドラード像

天正10年(1582)、遣欧少年使
節団に随員として同行した、諫早
生まれのコンスタンチノ・ドラー
ドは、日本に初めて西洋式活版印
刷技術を持ち帰った人物。

その功績を称え、館内にはドラー
ド像が設置されている。
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3 地域資料の充実
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4 様々なサービス

（1）児童サービス

おはなし会 ボランティア・職員

諫早図書館の場合

・毎週水曜日 水曜おはなし会
・第2土曜、第4日曜 こどものじかん
・4、7、12月 スペシャルおはなし会

こども自然講座
夏休み工作教室
こども図書館講座 等

12

（2）ブックスタート

ブックスタート事業
平成13 年(2001)から開始。1歳半児を対象とした健診
時に、特製布製バッグに入れた絵本2冊と、「はじめて出
会う本リスト」・おはなし会カレンダー等を配布。ボラ
ンティア団体による読みかたりも。
令和5年度は、46回実施、1,023人に配布。

平成19年(2007)から、乳児相談(3～4カ月児)時にも、
おはなし会の案内等を実施。本の配布はなし。

日本のブックスタート
正式スタート時に
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4 様々なサービス

（3）ハンディキャップサービス

点字本、デイジー図書、大活字本やLLブック、「りんごの
棚」等も利用者の目につきやすい配置に努めている。

諫早図書館の各点数は以下のとおり。（R6.3.31現在）

点字本 318点 デイジー図書 645点
大活字本 1,777点 りんごの棚 119点

「LL版図書館利用案内」
近畿視覚障害者情報サービス研究協議会（2023.3解散）LLブック
特別研究グループさんから提供されていたものを活用。

14

4 様々なサービス

（4）高齢者サービス
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高齢者向け音読教室
森山図書館（地域館）

老人会等への出前図書館
たらみ図書館（地域館）
森山図書館（地域館）
西諫早図書館（分館）

高齢者施設での協議会
西諫早図書館（分館）

4 様々なサービス



5

（5）多文化サービス

市内にある大学に在籍する留学生、
企業の技能実習生等、年々増加。

外国語の書籍に加え、日本語・日本
文化等を学ぶための書籍等のコーナ
ーも設置。

雇用している会社・組合等の担当者
にも利用を促す。
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4 様々なサービス

（6）リサイクル

雑誌リサイクル 7館・室で実施
7館・室で、年間延べ11回実施。

ブックリサイクル 諫早図書館
R4年度から開始

団体向けは、館内で
個人向けは、近隣の商店街で

→ 駅での活用の試行スタート
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4 様々なサービス

（7）サービス面での電子化

H18 図書館システムを統合するネットワーク事業 完成

H31 セルフ貸出機 導入

R  4    利用者カードのスマートフォン表示 開始

R  5    フリー Wi-Fi サービス 開始

電子図書館は未導入。
地域資料のデジタルアーカイブ化は今後検討も。
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4 様々なサービス

5 情報発信

（1）多彩な講座

図書館に足を運んでもら
う機会を作る。

講座の中で、本の紹介を。

（諫早図書館以外の例）

たらみ図書館（地域館）
鉄道模型運転会
鳥の観察会
初めてのﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ
わたをつむぐ

森山図書館（地域館）
世界の昆虫展
片づけワークショップ
薬膳

西諫早図書館（分館）
暮らしに取り入れる天然酵母
山にのぼろう
ベビーマッサージ講座 等
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諫早図書館「シナリオ講座」
故 市川森一名誉館長プロデュース。

・プロの脚本家による書き方指導・添削。
・NHKディレクター・技術者による、オーディオドラ

マCD化。

・受講生は延べ1,700人以上。
プロも輩出。

（1）多彩な講座
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5 情報発信

諫早図書館「ビジネス情報支援」

H15 ビジネス情報支援図書館懇話会 結成
第1回 ビジネス支援図書館セミナー 開始

（1）多彩な講座
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5 情報発信

H16 ビジネス情報コーナー 設置

H26 中小企業庁 長崎県よろず相談 開始

再開準備中

諫早図書館「諫早を楽しもう!」
・R4.10月スタート、約2年間で20回実施。

・ゲストは、様々な活動で活躍している若者。
若手個人経営者、高校生、大学生
特別支援学校生徒、音楽家、歌人、
地域おこし協力隊員、画家、市役所職員
コミュニティFM局長、ALT、劇団員 等

（1）多彩な講座
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5 情報発信

諫早図書館「やさしい日本語で やさしいせかい」
令和7年1月26日（日）開催予定

市内NPO法人（Seamless）との共同開催
公益財団法人「県民ボランティア振興基金」

・NPO協働推進支援事業の活用

（1）多彩な講座
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5 情報発信 多文化サービス・ハンディキャップサービス
等の充実

地域の団体・人材との協働
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（2）パスファインダー

16テーマ
「介護」・「離婚」・「相続」・「認知症」・「心
の病」等、人によって相談しにくい内容と、

「眼鏡橋」・「多良海道」等の地域関係資料。

令和5年度、全館・室の情報(棚番号等)を
記載したものに改訂。
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5 情報発信

（3）特集コーナー

エントランスホール及び開架ゾー
ンに、時節に合わせた7テーマの
特集コーナーを設置。

他部局等との連携した特集等も。
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5 情報発信

（4）SNSの活用

X（旧 Twitter）に加え、今年度、 市役所公式LINE 、
Instagram（準備中）でも情報発信。

6 学校等との連携

・先生方向けの「図書館利用案内」を学校に配布、HPに
も掲載。

・学級文庫への貸出し
R5年度、市内全館で年間約1,100クラス

・児童・生徒の図書館見学・職場体験学習、司書資格取
得のための大学生の研修、先生方の社会体験研修等の
受け入れ。
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たらみ図書館
令和2年度より、近隣の特別支援学校高等部の授業とし
て、生徒によるカフェ実習(令和5年度 25回実施)、
おはなし会等の開催。

地域内の小中学校の生徒の活動紹介コーナー（常設）
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森山図書館
年2回の「森山図書館懇話会」で、地区内の園・小中高
の校長・園長並びに図書支援員との情報交換を実施。

6 学校等との連携 (地域館)



8

7 市民とつくる図書館

全館・室で計33のボランティア団体が活動。

「諫早市図書館基本計画」
ボランティアは、
①「専門的知識を活かし、直接市民へのサービス活動を行

う」
②「各種催しへの参加を通して側面から図書館を支援す

る」
③「自らの意志で図書館に何らかの提供を行う」。
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諫早図書館所属のボランティア24団体は、諫早図書館利
用者団体連絡協議会（とれんきょう）として、毎月1回連絡会を
開催。

日常的な活動の他、7月の開館日前後に、「図書館フェス
ティバル」を主催。

毎年「市長さんと図書館を語る会」を、
市議会議員改選後は「市議さんと図書
館を語る会」を開催。
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7 市民とつくる図書館

（1）諫早コスモス音声訳の会
音声デイジーを制作。データは国立国会図書館へも提供。
全国で年間1万回以上ダウンロード。

（2）点訳友の会 ムッツゴロ
視覚障害者のための点訳活動。

（3）絵布の会
図書館を飾るタペストリーや布絵本等を制作。
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7 市民とつくる図書館

（4）絵本の病院 ぶっくる
絵本を中心に傷んだ本の修理、資料の製本等の活動。

（5）いちごの会
週末の開館・閉館前の15分間、図書館入口のグラン
ドピアノ等を使ったミニコンサートを開催。

（6）鎮西学院大学 ぶっく倶楽部
学生クラブ員による幼児・児童向けのおはなし会、
全国大学ビブリオバトルのブロック予選を館内で
オープン開催

（7）ティーンズ スタッフ
館内のティーンズコーナーの飾り付け、中高生向け
図書館だより「OWL NEWS」作成。本の福袋等、
さまざまな独自企画を開催。 31

7 市民とつくる図書館
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「私の作品」コーナー

図書館入口付近に長机1台分の市民の
皆さんの作品の展示コーナーを設置。
展示期間は原則1ケ月間。

図書館への手紙

すべてのご意見に対し、回答を作成し、掲示。
年間約50件。利用者カードのスマホでの表示等、改善に
つながったものも少なくない。
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7 市民とつくる図書館

8 そしてこれから
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諫早市立図書館パワーアップ・プロジェクト

7館・室で働く77人全員へアンケート

・利用者さんに更に喜んでもらえる方策
・新しい利用者さんを獲得する方策 等

→ 延べ350件を超える回答

諫早市
長崎県の中央部にあり、県内の交通結節点

（hub）としての役割を持つ。

諫早市立図書館
「人、まち、過去～未来・・・」の結節点

（hub）としての役割を持ち続けたい。

大会テーマ

「図書館がつなぐ 人・まち・ミライ
～21世紀の出島（長崎）から～」
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いつでも、ホッとして
ワクワクできる

9 おわりに

諫早市で開催される分野別交流３事業
現代詩 ・ 人形劇 ・ 吟剣詩舞道

＋

浮立 ・ 流鏑馬 ・ 演劇 ・ 六段の調べ 他

9 おわりに

諫早図書館

JR 諫早駅より 徒歩 20分
島原鉄道 本諫早駅より 徒歩 3分
諫早インターより 車 8分諫早市

3館・1分館
3図書室へ どうぞ、お越しください！
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